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愛知医療圏の「いま」と「これから」を考える。
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伊
藤 

伸
一
社会医療法人大雄会は、愛知県一宮市を拠点に、医療・福祉・研究
の多角的なネットワークを構築する。
グループの総帥、伊藤伸一理事長は、一般社団法人日本医療法人協会会
長であり、国の地域医療構想などに関する検討会の構成員でもある。
今後の地域医療がどう変わるか、思いなどを語っていただいた。

社
会
医
療
法
人 

大
雄
会 

理
事
長

FROM THE CHAIRMAN

　
大
雄
会
グ
ル
ー
プ
は
、
開
設
か
ら
１
０
２

年
の
歴
史
を
経
て
い
ま
や
民
間
病
院
の
枠
を

超
え
、
公
的
病
院
に
匹
敵
す
る
存
在
へ
と
成

長
を
遂
げ
て
い
る
。
一
般
外
来
か
ら
専
門
外

来
、
救
急
医
療
、
予
防
医
療
、
在
宅
支
援
、

研
究
・
開
発
ま
で
総
合
力
を
活
か
し
た
地
域

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、県
内
で
も
屈
指
だ
。

　
と
く
に
、
一
宮
市
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

人
口
約
52
万
人
と
も
い
わ
れ
る
尾
張
西
部
医

療
圏
に
お
い
て
は
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
一

角
と
し
て
実
質
的
に
機
能
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
強
み
と
特
徴
を

ざ
っ
と
み
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
、
三
次
救
急
を
担
う
「
社
会
医
療

法
人
」
で
あ
る
こ
と
だ
。
愛
知
県
下
の
民
間

医
療
機
関
の
中
で
、
大
雄
会
は
早
く
か
ら
公

益
性
の
高
い
社
会
医
療
法
人
の
認
定
を
受

け
、
地
域
医
療
の
空
白
を
埋
め
る
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
三
次
救
急
は
通
常
、
大
学
病

院
や
公
立
病
院
が
担
う
こ
と
が
多
い
が
、
グ

ル
ー
プ
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
総
合
大
雄
会

病
院
で
は
「
三
次
救
急
指
定
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
」
を
運
営
し
、
24
時
間
３
６
５
日
稼
働

す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
尾
張
西
部
医
療

圏
で
初
と
な
る
一
宮
市
消
防
本
部
と
の
協
定

に
よ
る
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
も
、
民
間
で

あ
り
な
が
ら
「
地
域
の
公
的
な
救
急
イ
ン
フ

ラ
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
だ
。

公
的
病
院
に
匹
敵
す
る

　
二
つ
目
は
、
患
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
施
設
を
展
開
し
て

い
る
こ
と
だ
。
超
急
性
期
を
担
う
総
合
大
雄

会
病
院
（
３
５
６
床
）
を
中
心
に
、
急
性
期

か
ら
回
復
期
・
総
合
診
療
の
「
大
雄
会
第
一

病
院
」、
外
来
に
特
化
し
た
「
大
雄
会
ク
リ

ニ
ッ
ク
」、
名
古
屋
駅
前
の
「
大
雄
会
ル
ー

セ
ン
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
、
役
割
が
異
な
る

施
設
を
同
一
地
域
に
集
中
さ
せ
た
。

　
加
え
て
、
大
型
の
介
護
老
人
保
健
施
設
や

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
直
営
し
、
急
性
期
治
療
を
終
え

た
高
齢
患
者
の
在
宅
復
帰
・
看
取
り
ま
で
を

グ
ル
ー
プ
内
で
完
結
で
き
る
体
制
を
確
立
。

ま
さ
に
「
医
療
・
予
防
・
介
護
」
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
整
え
て
い
る
。

　
三
つ
目
は
、
多
く
の
民
間
医
療
法
人
が

日
々
の
臨
床
（
治
療
）
の
み
に
追
わ
れ
る
中
、

研
究
や
技
術
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
だ
。
そ
の
役
割
を
担
う
の
が
、
臨
床
・
研

究
の
た
め
の
「
大
雄
会
医
科
学
研
究
所
」
で

あ
る
。
が
ん
や
感
染
症
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
疾
患
の
早
期
発
見
や
診
断
、
治
療
に
役

立
つ
遺
伝
子
検
査
の
研
究
や
技
術
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
最
先
端
医
療
に
も
積
極
的
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︲

Ｃ
Ｔ
や
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
「
ダ
ビ
ン
チ
」
な
ど
の
高
度
先
進
機
器
を

い
ち
早
く
導
入
し
て
き
た
。
大
学
病
院
と
の

連
携
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
名
古
屋
市
立
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大
学
や
愛
知
医
科
大
学
な
ど
、
県
内
の
主
要

な
医
科
大
学
の
関
連
病
院
・
研
修
施
設
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。
医
師
の
育
成
や
医
学
の

発
展
に
寄
与
す
る
学
術
拠
点
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
そ
し
て
四
つ
目
が
、
地
域
医
療
支
援
病
院

と
し
て
の
信
頼
で
あ
る
。
一
宮
市
周
辺
に
は

公
立
病
院
も
存
在
す
る
が
、
大
雄
会
は
早
く

か
ら
近
隣
の
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
を
密

に
行
っ
て
き
た
。
地
元
医
師
会
か
ら
の
信
頼

も
厚
く
、「
高
度
な
検
査
や
手
術
は
大
雄
会

へ
、
逆
紹
介
は
地
元
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
」
と

い
う
連
携
が
で
き
て
お
り
、
そ
れ
が
大
雄
会

グ
ル
ー
プ
の
評
価
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
単
独
の
民
間
グ
ル
ー
プ
で
「
三
次
救
急
」

「
医
療
・
介
護
福
祉
」「
高
度
医
学
研
究
」
を

高
水
準
に
完
結
し
て
い
る
例
は
、
県
下
で
も

極
め
て
少
な
い
。

　
大
雄
会
グ
ル
ー
プ
は
、
１
９
２
４
年
（
大

正
13
年
）
９
月
に
、
伊
藤
伸
一
理
事
長
の
祖

父
・
伊
藤
郡
二
氏
が
愛
知
県
一
宮
市
に
開
設

し
た
岩
田
医
院
が
始
ま
り
だ
。
初
代
・
伊
藤

郡
二
院
長
は
「
医
療
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献

す
る
」
こ
と
に
強
い
信
念
を
持
ち
、
当
時
死

因
の
ト
ッ
プ
だ
っ
た
肺
結
核
か
ら
地
域
の
人

た
ち
を
守
る
に
は
早
期
発
見
の
た
め
の
確
定

診
断
が
必
須
と
考
え
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
の

国
産
１
号
機
を
導
入
し
た
。
以
来
、
最
先
端

の
診
断
・
治
療
機
器
を
活
用
し
た
地
域
医
療

の
向
上
、
充
実
に
務
め
、
今
日
に
つ
な
が
る

基
礎
を
築
い
た
。

　
孫
に
あ
た
る
第
三
代
の
伊
藤
伸
一
理
事
長

は
、
初
代
院
長
の
理
念
や
医
療
へ
の
取
り
組

み
が
大
雄
会
グ
ル
ー
プ
の
根
本
に
あ
る
と
口

に
す
る
。

　「
祖
父
は
、
進
取
の
精
神
に
溢
れ
た
人
で

し
た
。
岐
阜
の
資
産
家
で
娘
一
人
の
岩
田
家

に
養
子
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
お
嫁
さ
ん
が

産
後
の
肥
立
ち
が
悪
く
て
亡
く
な
り
、
実
家

が
あ
る
一
宮
市
に
戻
っ
て
開
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
伊
藤
の
姓
に
戻
っ
て
伊
藤
医
院

に
な
っ
て
い
ま
す
。
結
核
は
、
当
時
ま
だ
治

療
薬
が
な
い
時
代
で
し
た
。
内
科
医
だ
っ
た

祖
父
は
、
忸
怩
た
る
思
い
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
ド
イ
ツ
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
博
士
が
、

１
８
９
５
年
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
発
見
し
て
か

ら
ま
だ
30
年
ぐ
ら
い
し
か
経
っ
て
い
な
い
頃

に
、京
都
の
島
津
製
作
所
が
１
９
２
９
年（
昭

和
４
年
）
に
開
発
し
た
国
産
第
１
号
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
装
置
を
い
ち
早
く
導
入
す
る
の
で

す
。
検
査
は
も
ち
ろ
ん
、
結
核
性
疾
患
な
ど

の
治
療
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
が
、
一
般
に

広
く
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
か
ら
結

核
や
が
ん
患
者
が
数
多
く
訪
れ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
」

　
医
療
の
仕
組
み
を
使
う
こ
と
で
、
助
け
ら

れ
な
か
っ
た
命
を
救
う
。
そ
の
こ
と
に
強
い

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と

が
、
医
師
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
。
初
代
院

長
の
精
神
は
、
時
代
と
と
も
に
父
で
あ
る
伊

藤
硏
・
二
代
院
長
、
三
代
伸
一
院
長
へ
と
連

綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　「
戦
後
は
コ
バ
ル
ト
60
に
よ
る
放
射
線
治

療
で
が
ん
を
治
療
し
た
り
、
高
度
経
済
成
長

期
に
は
医
療
法
人
と
な
り
、
診
療
科
の
拡

大
や
血
液
透
析
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る
な

ど
、
透
析
患
者
の
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
を
支
え

る
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
ま
し
た
。

１
９
７
０
年
に
は
、
病
院
の
規
模
拡
大
と

相
ま
っ
て
、
看
護
師
を
養
成
す
る
た
め
に
看

護
学
校
を
設
立
、
最
終
的
に
は
看
護
大
学
に

ま
で
押
し
上
げ
、
地
域
の
看
護
人
材
の
教
育

機
関
と
し
て
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
き
ま
し

た
」

　
施
設
の
拡
大
、
機
能
の
充
実
、
さ
ら
に
は

救
命
救
急
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
と
い
っ
た
多
彩

な
設
備
の
導
入
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
が
、

大
雄
会
グ
ル
ー
プ
の
先
進
的
な
医
療
、
救
急

医
療
、
地
域
と
の
医
療
連
携
の
底
流
に
は
、

常
に
「
創
設
時
代
か
ら
の
進
取
の
気
風
が
あ

り
、
医
療
の
力
を
持
っ
て
地
域
に
尽
く
す
不

動
の
理
念
が
あ
っ
た
」
と
伊
藤
理
事
長
は
振

り
返
る
。

　
そ
う
し
た
理
念
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
伊

藤
理
事
長
は
自
ら
の
代
で
新
た
な
方
向
性
を

打
ち
出
す
。
ア
ク
ト
・
ロ
ー
カ
ル
、
シ
ン
ク
・

グ
ロ
ー
バ
ル
。
す
な
わ
ち
地
域
に
根
ざ
し
な

が
ら
、
世
界
の
医
療
途
上
国
に
目
を
向
け
よ

う
と
考
え
る
の
だ
。

　「
医
学
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
人
を
救
う

た
め
に
あ
り
ま
す
。
医
学
を
生
業
に
す
る
限

り
人
を
救
う
こ
と
が
最
大
の
目
標
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
に
全
力
を
尽
く
さ
な
い
と
い
け
な

い
。
そ
う
考
え
る
と
、地
域
に
尽
く
す
と
か
、

地
域
に
貢
献
す
る
の
は
医
療
機
関
と
し
て
当

た
り
前
で
、
こ
と
さ
ら
声
高
に
言
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
日
本
の
医
療
は
、
技

術
も
シ
ス
テ
ム
も
ク
オ
リ
テ
ィ
に
お
い
て
も

い
ま
や
世
界
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
そ

れ
を
医
療
が
不
十
分
な
国
に
提
供
し
て
い
く

こ
と
こ
そ
重
要
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、

日
本
で
５
人
の
命
を
救
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
仮
に
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
医
療
が

遅
れ
て
い
る
地
域
に
投
入
し
た
ら
、
も
し
か

し
て
千
人
の
命
を
救
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
か
ら
人
類
を
救
う
こ
と
を
最
上
の
使
命

と
し
、
地
域
貢
献
に
と
ど
ま
ら
ず
途
上
国
へ

の
医
療
支
援
に
目
を
向
け
よ
う
と
考
え
た
の

で
す
」

　
さ
ま
ざ
ま
な
国
々
を
訪
れ
、
民
間
病
院
に

で
き
る
形
で
の
医
療
支
援
を
検
討
す
る
中

で
、
大
雄
会
は
１
９
９
８
年
か
ら
２
０
０
１

年
に
か
け
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
あ
る
マ
ン
ダ

レ
ー
総
合
病
院
や
、
サ
ン
ピ
ア
総
合
病
院

医
療
の
力
で
地
域
に
尽
く
す

医
療
を
通
じ
た
国
際
貢
献
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な
ど
へ
超
音
波
画
像
診
断
装
置
や
人
工
透

析
器
、
救
急
車
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
医
療
機

器
や
ベ
ッ
ド
な
ど
を
寄
贈
。
こ
れ
を
機
に
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
と
の
交
流
も
活
発
に
行
わ

れ
、
２
０
１
６
年
に
は
大
雄
会
が
主
体
と

な
っ
て
、
首
都
ヤ
ン
ゴ
ン
で
診
療
を
開
始
す

る
。
民
間
の
医
療
・
福
祉
グ
ル
ー
プ
の
強
み

や
先
進
性
、
国
際
性
な
ど
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
創
設
か
ら
１
０
２
年
を
経
て
い
ま
や
尾

張
西
部
医
療
圏
で
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
築
く

の
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
伊
藤
理
事
長
は
、
一
般
社
団

法
人
「
日
本
医
療
法
人
協
会
」
会
長
、
厚
生

労
働
省
「
社
会
保
障
審
議
会
医
療
部
会
・
地

域
医
療
構
想
お
よ
び
医
療
計
画
等
に
関
す
る

検
討
会
」
委
員
な
ど
の
公
職
に
も
携
わ
る
。

伊
藤
硏
・
二
代
理
事
長
の
時
代
か
ら
、
一
般

社
団
法
人
日
本
病
院
会
の
常
務
理
事
、
愛
知

県
病
院
協
会
の
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
地
域

医
療
や
国
の
医
療
政
策
を
検
討
す
る
場
に
も

立
ち
会
っ
て
き
た
。

　
な
か
で
も
、
厚
労
省
の
地
域
医
療
構
想
及

び
医
療
計
画
等
に
関
す
る
検
討
会
の
構
成
員

は
、
日
本
医
療
法
人
協
会
、
日
本
病
院
会
、

全
日
本
病
院
協
会
、
日
本
精
神
科
病
院
協
会

の
４
病
院
団
体
協
議
会
を
代
表
す
る
構
成
員

で
も
あ
る
。

　
そ
う
し
た
立
場
か
ら
、伊
藤
理
事
長
は
今
、

医
療
業
界
で
最
も
関
心
が
高
い
「
２
０
４
０

年
問
題
」
や
「
新
し
い
地
域
医
療
構
想
」
に

つ
い
て
思
い
を
募
ら
せ
る
。
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
、
病
床
改
革
や
病
院
の
統
廃
合
な

ど
が
進
む
中
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
は
ど

う
な
る
の
か
？
　

　「
新
し
い
地
域
医
療
構
想
は
、
２
０
４
０

年
に
向
け
て
ど
う
い
う
体
制
を
作
っ
て
い
く

か
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
私
た
ち
が
認

識
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
基
本
的
に
人
口

が
減
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
２
０
４
０
年
は

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な

り
、
一
方
で
子
供
が
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
確
定
し
て
い
る
未
来
で
す
。

推
定
で
す
が
、
お
そ
ら
く
出
生
数
も
戻
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
今
の
出
生
数
は
70
万
人
を

切
っ
て
約
68
万
人
で
す
が
、
そ
の
人
た
ち
が

20
年
後
、
社
会
を
支
え
る
側
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
老
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
支
え
る

人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
先
細
っ
て
い
く
。
そ
う

い
う
時
代
の
医
療
が
ど
う
な
る
か
で
す
が
、

基
本
的
に
医
療
費
全
体
は
『
減
り
』
ま
す
。

物
価
の
上
昇
と
か
、
経
済
的
な
変
動
要
因
は

一
旦
置
い
と
い
て
、
医
療
費
や
社
会
保
障
費

の
総
額
は
減
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
で
も
高

齢
者
で
医
療
を
必
要
と
す
る
人
は
、
間
違
い

な
く
増
え
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
病
床
数
や

医
療
の
中
身
を
見
直
し
、
た
と
え
ば
高
齢
者

で
多
い
誤
嚥
性
肺
炎
と
か
、圧
迫
骨
折
と
か
、

尿
路
感
染
症
で
熱
が
出
た
と
か
、
今
ま
で
急

性
期
の
病
院
や
大
学
病
院
に
診
て
も
ら
っ
て

い
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
か
ら
は
包
括
期
の
病

院
で
対
応
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
要
す
る

に
、
高
度
で
専
門
的
な
治
療
を
必
要
と
す
る

疾
患
以
外
は
、
高
齢
者
は
急
性
期
病
院
や
大

学
病
院
で
は
な
か
な
か
診
ら
れ
な
く
な
る
。

少
な
く
と
も
国
は
そ
う
い
う
時
代
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
で
は
こ
れ
か
ら
の
医
療
の
主
流

は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
れ
も
高
齢
者
救
急
病

院
、
地
域
急
性
期
病
院
、
在
宅
支
援
病
院
な

ど
に
な
っ
て
い
く
と
国
は
示
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
今
ま
で
ど
こ
が
担
っ
て
き
た
か
と
い

え
ば
、
民
間
病
院
で
す
。
50
床
、
１
０
０
床

の
小
さ
な
病
院
が
地
域
に
根
ざ
し
、
診
療
所

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
開
業
医
さ
ん
と
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
在
宅
を
支
援
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
往
診
を
し
て
地
域
医
療
を
支
え
て
き
た
。

そ
う
い
う
医
療
が
こ
れ
か
ら
主
流
に
な
っ
て

い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
私
は
そ
う
い
う
ふ
う

に
み
て
い
ま
す
」

　
若
者
が
減
り
、
高
齢
者
が
ど
ん
ど
ん
増
え

る
中
で
、
患
者
を
社
会
復
帰
さ
せ
る
た
め
に

濃
厚
な
関
係
を
ど
う
築
い
て
い
く
か
。
大
雄

会
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
う
し
た
時
代
を
見
据
え

つ
つ
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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春日井市民病院

　

春
日
井
市
民
病
院
は
、
こ
こ
数
年
で
大
き

く
様
変
わ
り
し
た
。
診
療
科
の
人
員
確
保
や

医
療
機
器
の
導
入
な
ど
で
、
医
療
の
質
が
向

上
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
象
徴
が
今
、
患
者
が

急
増
し
て
い
る
泌
尿
器
科
の
領
域
だ
。

　

代
表
疾
患
の
一
つ
前
立
腺
が
ん
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
低
侵
襲
な
手
術
が
公
的
保
険

で
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
近
年
、
治
療

が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
春
日
井
市
民
病
院

で
は
、
前
立
腺
が
ん
の
早
期
発
見
数
が
増
加

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
応
す
る
泌

尿
器
科
の
体
制
が
こ
れ
ま
で
十
分
に
整
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、

泌
尿
器
科
医
の
増
員
と
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
の
だ
。

　

２
０
１
９
年
に
就
任
し
た
成
瀬
友
彦
院
長

は
「
２
、３
年
前
ま
で
泌
尿
器
科
の
常
勤
医

は
わ
ず
か
１
名
で
し
た
が
、
今
は
７
人
に
ま

で
増
え
ま
し
た
。
麻
酔
科
医
の
常
勤
も
４
年

前
ま
で
２
人
で
、
外
科
系
の
医
師
か
ら
手
術

が
で
き
な
い
と
不
満
が
聞
こ
え
て
い
た
ほ
ど

で
す
。
今
は
麻
酔
科
医
21
人
体
制
で
回
し
て

い
ま
す
」
と
、
そ
の
変
化
を
強
調
す
る
。

　

不
足
す
る
医
師
の
確
保
と
と
も
に
、
大
き

な
変
革
を
も
た
ら
し
た
の
が
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
（
ヒ
ュ
ー
ゴ
）」
の
導

入
だ
。
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
え
ば
、
大

愛知県・尾張北部医療圏の人口約 71 万人。
その中核的な役割を担う春日井市民病院は近年、
手術支援ロボットによる手術件数の急増、断らな
い救急など先進的な医療で注目を集めている。
大学病院や地域との連携も強く、尾張北部地域の
最後の砦を着々と固めつつある。

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
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学
病
院
や
地
域
の
拠
点
病
院
な
ど
急
性
期
医

療
を
担
う
医
療
機
関
で
は
「
ダ
ビ
ン
チ
」
や

「hinotori

」
が
主
流
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

い
ず
れ
も
巨
大
な
導
入
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ

と
か
ら
、
春
日
井
市
民
病
院
に
と
っ
て
は
い

さ
さ
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
。

　

成
瀬
院
長
は
、
自
ら
の
出
身
大
学
で
あ
る

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
の
連
携
、

設
備
投
資
に
よ
る
医
師
の
確
保
な
ど
に
つ
い

て
泌
尿
器
科
の
教
授
と
何
度
も
相
談
を
重
ね

た
。
春
日
井
市
長
の
元
に
も
出
向
き
、
医
師

確
保
の
た
め
の
教
育
と
、
地
域
医
療
を
守
る

た
め
の
新
し
い
挑
戦
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、

支
援
や
協
力
を
求
め
た
。

　
「
当
初
は
名
大
の
泌
尿
器
科
の
教
授
に
医

師
の
派
遣
を
要
請
し
た
の
で
す
が
、
機
械
の

扱
い
に
慣
れ
て
い
な
い
医
師
は
出
せ
な
い
と

難
色
を
示
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
途
中
か
ら
、

こ
れ
ま
で
は
大
学
が
最
先
端
の
機
械
を
買
っ

て
、
若
手
医
師
を
育
て
て
地
域
へ
派
遣
し
て

い
た
が
、
も
う
そ
う
い
う
時
代
じ
ゃ
な
い
の

で
は
な
い
か
。
春
日
井
市
民
病
院
で
ダ
ビ
ン

チ
じ
ゃ
な
く
て
い
い
か
ら
機
械
を
購
入
し
、

若
手
を
育
て
、
機
械
を
普
及
さ
せ
て
い
く
。

そ
う
い
う
方
法
に
変
え
て
い
く
べ
き
な
の
で

は
な
い
か
と
逆
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
決
断
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」

　

結
果
、
コ
ス
ト
が
（
ダ
ビ
ン
チ
の
）
半
額

以
下
で
済
む
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ

（
ヒ
ュ
ー
ゴ
）
な
ら
可
能
と
判
断
し
、
関
係

者
の
同
意
を
得
て
２
０
２
４
年
に
導
入
を
決

め
た
の
だ
っ
た
。
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
は
変
化
を
呼
び

込
み
、
導
入
か
ら
２
年
あ
ま
り
で
手
術
件
数

が
飛
躍
的
に
伸
び
た
の
だ
。

　

と
り
わ
け
多
く
聞
か
れ
た
の
が
、
泌
尿
器

科
の
医
師
確
保
と
手
術
ス
タ
ッ
フ
へ
の
教
育

に
つ
な
が
っ
た
と
の
声
だ
っ
た
。
成
瀬
院
長

が
、
そ
の
要
因
に
言
及
す
る
。

　
「
名
大
の
泌
尿
器
科
の
教
授
が
、
Ｈ
ｕ
ｇ

ｏ
導
入
に
あ
た
っ
て
エ
ー
ス
級
の
先
生
を
当

院
に
派
遣
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
名
古
屋
大
学
医
学
部

附
属
病
院
や
関
連
病
院
な
ど
で
、
難
し
い
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
を
数
多
く
経
験
さ
れ
た
髙
井
峻

先
生
が
当
院
に
来
ら
れ
て
か
ら
泌
尿
器
科
は

変
わ
り
ま
し
た
」

　

手
術
件
数
の
増
加
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
た
若
手
医
師
の
指
導
に

「
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
が
大
い
に
役
立
っ
た
」
と
、
成

瀬
院
長
は
振
り
返
る
。

　
「
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
は
、
オ
ー
プ
ン
コ
ン
ソ
ー
ル

に
よ
る
術
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
や
す
さ
と
、
独
立
し
た
ア
ー
ム
に
よ
る
柔

軟
な
配
置
が
素
晴
ら
し
い
。
術
者
で
あ
る
先

生
が
、ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
を
適
宜
確
認
で
き
て
、

先
生
が
診
て
い
る
画
面
を
若
手
医
師
と
共
有

で
き
る
の
で
、
ダ
ビ
ン
チ
と
比
べ
て
指
導
、

教
育
面
で
の
利
点
が
大
き
い
の
で
す
。
泌
尿

器
科
だ
け
で
は
な
く
、
産
婦
人
科
で
も
同
様

で
、
担
当
の
先
生
は
『
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
は
、
術
者

と
指
導
医
や
見
学
者
が
同
じ
モ
ニ
タ
ー
を
見

な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
』
と

教
育
効
果
を
口
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
科
で

も
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

た
と
え
ば
手
術
範
囲
が
広
い
大
腸
領
域
に
お

い
て
、
ア
ー
ム
ご
と
に
微
調
整
が
簡
単
に
で

き
る
の
で
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
た
ア

プ
ロ
ー
チ
が
可
能
だ
と
同
様
の
反
応
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
」

　

春
日
井
市
民
病
院
で
は
、
増
え
続
け
る
患

者
に
対
応
す
る
た
め
に
２
０
２
６
年
３
月
か

ら
泌
尿
器
科
外
来
を
拡
充
、
改
装
し
た
。
Ｈ

ｕ
ｇ
ｏ
の
１
号
機
導
入
か
ら
１
年
後
に
は
、

好
調
を
反
映
し
て
２
号
機
を
導
入
、
現
在
２

台
体
制
で
稼
働
中
だ
。
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
に
よ
る
手

術
件
数
は
、
春
日
井
市
民
病
院
が
２
０
２
５

年
度
で
全
国
１
位
を
記
録
し
た
こ
と
も
、
関

係
者
を
大
い
に
喜
ば
せ
た
。

　

一
方
、
整
形
外
科
の
領
域
で
は
、
人
工
関

節
の
手
術
支
援
シ
ス
テ
ム
『
Ｍ
ａ
ｋ
ｏ
（
メ

イ
コ
ー
）』
の
導
入
で
同
じ
く
手
術
件
数
が

増
え
て
お
り
、
新
規
ロ
ボ
ッ
ト
の
検
討
・
導

入
は
、
泌
尿
器
科
や
産
婦
人
科
、
外
科
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
診
療
科
で
展
開
さ
れ
つ

つ
あ
る
。「（
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
）
単
な
る

設
備
更
新
と
い
う
よ
り
、
病
院
の
経
営
基
盤

を
再
構
築
す
る
戦
略
的
な
事
例
に
な
っ
た
」。

成
瀬
院
長
は
、
今
後
も
地
域
完
結
型
の
高
度

医
療
提
供
体
制
を
強
化
し
、
人
材
育
成
と
経

営
効
率
の
両
立
を
実
現
す
る
モ
デ
ル
と
し
て

次
世
代
の
地
域
医
療
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

地
域
完
結
型
の
高
度
医
療
体
制
の
構
築
。

春
日
井
市
民
病
院
が
め
ざ
す
べ
き
方
向
性
と

し
て
掲
げ
て
き
た
テ
ー
マ
だ
。
し
か
し
、
す

べ
て
の
診
療
科
が
揃
っ
た
地
域
完
結
型
の
高

度
医
療
体
制
を
構
築
す
る
の
は
簡
単
で
は
な

い
。「
実
際
に
は
、
医
師
不
足
で
血
液
内
科

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
小
児
外
科
な
ど
特
殊
な

診
療
科
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
で
な
ん

と
か
や
り
く
り
し
て
、
少
し
ず
つ
形
が
整
っ

て
き
た
と
い
う
の
が
現
状
で
す
」

　

成
瀬
院
長
が
大
切
に
し
て
い
る
の
が
「
た

く
さ
ん
の
笑
顔
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
る
病

院
」
だ
。
い
わ
く
「
笑
顔
に
は
大
き
く
３
つ

の
種
類
が
あ
る
」
と
し
て
そ
の
理
由
を
明
か

す
。

　
「
一
つ
目
は
、春
日
井
市
民
病
院
に
か
か
っ

て
病
気
が
治
っ
て
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
』
と
言
っ
て
帰
っ
て
い
く
笑
顔
。
二
つ

教
育
的
効
果
が
高
い
ロ
ボ
ッ
ト

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

春日井市民病院
成瀬  友彦  院長
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目
は
、
春
日
井
市
民
病
院
で
は
治
療
で
き
な

い
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
で
本
当
に
良
い
病
院
を
紹
介
し
て
い
た
だ

い
た
と
、
病
気
が
治
っ
て
か
ら
挨
拶
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
と
き
の
笑
顔
。
三
つ
目
は
、
春

日
井
市
民
病
院
に
か
か
っ
た
け
れ
ど
残
念
な

が
ら
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
医
師
や

看
護
師
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
と
て
も
良

く
し
て
い
た
だ
い
て
、
良
い
最
期
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
と
穏
や
か
な
表
情
で
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
と
き
の
笑
顔
。
本
来
な

ら
当
院
で
す
べ
て
を
賄
え
る
の
が
理
想
で
す

が
、
当
院
よ
り
も
も
っ
と
良
い
医
療
を
受
け

ら
れ
る
と
き
に
は
、
喜
ん
で
そ
の
病
院
を
紹

介
し
て
差
し
上
げ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
れ

は
、
当
院
で
は
ま
だ
足
り
て
い
な
い
診
療
科

を
な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ

で
も
あ
る
ん
で
す
」

　

院
長
に
な
っ
て
８
年
、
そ
の
思
い
を
具
現

化
す
る
か
の
よ
う
に
い
く
つ
も
の
改
革
を
実

践
し
て
き
た
。
冒
頭
の
泌
尿
器
科
や
麻
酔
科

の
医
師
確
保
や
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
経
緯
を
は

じ
め
、
成
瀬
院
長
は
公
立
病
院
と
し
て
最
新

の
医
療
を
地
域
に
還
元
す
る
た
め
に
、
が
ん

治
療
や
心
疾
患
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
の

５
大
疾
病
に
対
し
て
、
専
門
セ
ン
タ
ー
化
に

よ
る
集
約
的
な
チ
ー
ム
医
療
を
提
供
す
る
体

制
を
整
え
て
き
た
。

　

心
臓
病
セ
ン
タ
ー
、
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
、
２
０
２
６
年
８
月
か
ら
は
地
元
の

歯
科
医
師
会
と
連
携
し
た
「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
、
希
望
者
の
多
い
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
を
行
う
方
針
だ
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
春
日
井
市
民
病
院
を

語
る
う
え
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
救

急
医
療
へ
の
対
応
だ
。
年
間
約
１
万
台
と
い

う
愛
知
県
内
で
も
有
数
の
救
急
車
搬
送
台
数

を
受
け
入
れ
、
18
床
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
脳
卒
中
専

用
病
室
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
備
え
て
お

り
、
24
時
間
３
６
５
日
「
断
ら
な
い
救
急
」

を
実
践
し
て
い
る
。
そ
の
体
制
を
構
築
す
る

に
あ
た
っ
て
、
春
日
井
市
民
病
院
で
は
、
医

師
派
遣
元
に
な
っ
て
い
る
大
学
病
院
を
実
質

的
に
組
み
替
え
る
英
断
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
地
域
の
基
幹
病
院
で
、
医
師
派
遣
元
の

大
学
医
局
を
替
え
る
こ
と
は
、
通
常
の
経
営

改
革
よ
り
も
は
る
か
に
難
易
度
が
高
い
人
事

再
編
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
当
院
で
は
、
前
院
長
や
前
々
院
長
の
代

か
ら
ず
っ
と
長
年
の
課
題
で
し
た
。
増
え
続

け
る
地
域
の
救
急
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る

た
め
に
、
よ
り
機
動
力
の
あ
る
、
高
度
な
医

療
体
制
に
変
え
て
い
か
な
い
と
地
域
医
療
を

守
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
一
心
で
、
汗
を

か
い
て
き
ま
し
た
。
力
を
尽
く
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

春
日
井
市
民
病
院
で
は
、
名
古
屋
大
学
、

名
古
屋
市
立
大
学
、
愛
知
医
科
大
学
、
藤
田

医
科
大
学
な
ど
複
数
大
学
と
の
連
携
を
築
い

て
お
り
、
救
急
医
療
だ
け
で
は
な
く
各
診
療

科
の
高
度
な
医
療
を
支
え
る
力
に
も
な
っ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
連
携
は
、
地
域
と
の
関
係
づ
く

り
に
も
表
れ
て
い
る
。
成
瀬
院
長
が
「
紹
介

率
と
逆
紹
介
率
は
、
お
そ
ら
く
県
下
一
だ
と

思
い
ま
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
春
日
井
市
民

病
院
で
は
地
域
の
開
業
医
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
「
顔
の
見
え
る
医
療
連
携
」
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
、

逆
紹
介
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、

シ
ー
ム
レ
ス
な
地
域
連
携
は
春
日
井
市
民
病

院
の
強
み
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

地
域
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
病
院
と
し

て
「
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
る
」
と
は
い
う
も

の
の
、
春
日
井
市
民
病
院
は
、
着
々
と
地
域

完
結
型
の
高
度
医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
を

構
築
し
つ
つ
あ
る
。
成
瀬
院
長
が
力
強
く
感

じ
て
い
る
の
は
「
職
員
の
意
識
が
変
わ
っ
た

こ
と
」
だ
と
い
う
。
物
価
高
騰
で
、
全
国
の

病
院
が
苦
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
る
中
、
最

後
に
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
く
れ

た
。

　
「
２
〜
３
年
前
で
し
た
か
、
当
院
も
赤
字

に
転
落
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
て
、
診
療
報

酬
が
上
が
ら
な
い
と
経
営
は
ど
こ
も
厳
し

い
。
そ
の
時
に
、
ど
こ
も
同
じ
だ
か
ら
今
の

診
療
報
酬
の
中
で
何
が
で
き
る
か
考
え
よ
う

と
、
病
院
経
営
が
黒
字
に
つ
な
が
る
た
め
の

何
か
い
い
ア
イ
デ
ア
は
な
い
か
、
全
職
員
対

象
に
募
集
し
た
ん
で
す
。１
等
に
は
３
万
円
、

２
等
に
は
２
万
円
と
賞
金
を
出
し
ま
し
た
。

そ
の
財
源
は
私
の
自
腹
で
す
。
そ
の
時
に
み

ん
な
が
一
生
懸
命
考
え
て
く
れ
て
、
良
い
ア

イ
デ
ア
を
い
く
つ
か
採
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
れ
と
経
営
戦
略
室
と
い
う
若
手
中

心
の
メ
ン
バ
ー
で
、
病
院
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
、
い
ろ
ん
な
提
案
を
し
て

く
れ
る
チ
ー
ム
が
出
来
ま
し
た
。
入
院
稼
働

率
を
ど
う
し
た
ら
上
げ
ら
れ
る
か
な
ど
、
具

体
的
な
提
案
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

若
い
人
た
ち
の
意
識
が
大
き
な
力
に
な
っ
て

い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　

地
域
医
療
の
最
後
の
砦
と
し
て
、
春
日
井

市
民
病
院
に
対
す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。

複
数
大
学
の
医
局
と
連
携
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厚
生
連
の
経
営
基
盤
と
デ
ー
タ
に
基
づ
く
戦
略

Ｑ
１.

 

地
域
医
療
構
想
の
進
展
や
物
価
高
の
影

響
な
ど
、
医
療
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
Ｊ
Ａ
愛

知
厚
生
連
が
ど
の
よ
う
に
医
療
事
業
を
運
営
し
、

経
営
を
支
え
て
い
る
の
か
、
ま
ず
は
そ
の
状
況

を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

秀
野
局
長　

Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
は
、
県
内
で 

８
病
院
・
３
，
４
２
１
床
を
運
営
す
る
こ
の

地
域
で
は
最
大
規
模
の
法
人
で
す
。

　
高
度
急
性
期
４
病
院
、
中
規
模
ケ
ア
ミ
ッ

ク
ス
４
病
院
と
い
う
構
成
で
、
救
急
・
が
ん
・

周
産
期
医
療
か
ら
離
島
医
療
・
へ
き
地
医
療

ま
で
、
政
策
医
療
の
「
５
疾
病
６
事
業
」
を

す
べ
て
担
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
病
院
で
は 

７
～
８
割
が
赤
字
の
中
、
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連

で
は
黒
字
経
営
を
維
持
し
て
お
り
、
令
和
７ 

年
度
も
法
人
全
体
で
大
幅
な
黒
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
の
利
や
診
療
報
酬
に
優
位
性
が

析
な
ど
を
通
じ
て
病
院
経
営
の
基
礎
を
体
系

的
に
習
得
で
き
た
こ
と
が
私
の
大
き
な
財
産

で
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は 

Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
隊
員 

と
し
て
活
動
し
、
医
療
従
事
者
と
し

て
の
使
命
感
も
強
く
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
本
部
へ
異
動
し
て
７
年
後
に

企
画
管
理
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
本
部
で
診
療
・
経
営
デ
ー
タ
の
分
析
を
進

め
る
中
で
、
外
部
講
演
の
機
会
が
増
え
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
他
法
人
の
医
療
機
関
と
の

つ
な
が
り
も
自
然
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

病
院
経
営
で
は
多
様
な
価
値
観
や
手
法
を
知

る
こ
と
が
重
要
で
、
横
の
つ
な
が
り
の
重
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
５.

秀
野
さ
ん
が
重
要
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
“
横

の
つ
な
が
り
”と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
、
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。 

秀
野
局
長　

県
内
の
法
人
格
が
異
な
る
６
病
院

の
事
務
職
が
集
ま
る
経
営
研
究
会
を
立
ち
上

げ
、
経
営
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
共
有
し
、

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
行
う
こ
と
で
各
病
院

の
強
み
や
弱
み
を
知
り
、
他
の
医
療
機

関
で
先
進
的
な
取
り
組
み
で
成
果
を
上

げ
て
い
る
事
例
が
あ
れ
ば
参
考
に
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
全

国
の
病
院
の
事
務
リ
ー
ダ
ー
が
一
堂
に

会
し
、
知
恵
と
経
験
を
共
有
す
る
場
と

し
て
「
病
院
事
務 

Ｊ
７
サ
ミ
ッ
ト
」
を

創
設
し
、
講
演
活
動
を
行
う
な
ど
、
互
い
に

学
び
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
６.

Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
本
部
で
は
事
務
職
を

中
心
と
し
た
経
営
体
制
が
特
徴
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
経
営
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
、

い
わ
ゆ
る
経
営
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
っ
た
事
務
職

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
思
う
の
で

す
が
、
人
材
育
成
の
基
本
的
な
考
え
な
ど
に
つ

い
て
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

秀
野
局
長　

３
年
前
か
ら
当
法
人
の
病
院
事
務

系
職
員
を
対
象
に
「
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

修
」
を
開
始
し
、
各
病
院
か
ら
30
名
ほ
ど
を
集

め
て
、
経
営
指
標
や
診
療
報
酬
・
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の

知
識
を
活
用
し
た
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の

習
得
と
と
も
に
、
企
画
力
・
表
現
力
・
調
整
力
・

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ピ
ー
ド
感
を
重

点
的
に
育
成
し
て
い
ま
す
。
病
院
経
営
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
楽
し
さ
や
病
院
経
営
で
地

域
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
を
共
感
で
き
る
事

あ
る
高
度
急
性
期
病
院
が
４
病
院
あ
る
こ
と

に
加
え
、
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
本
部
に
よ
る
経

営
管
理
の
徹
底
が
大
き
な
強
み
で
す
。

Ｑ
２.

経
営
管
理
を
徹
底
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
本
部
の
経
営
管

理
に
対
す
る
考
え
方
が
グ
ル
ー
プ
病
院
全
体
に

浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

秀
野
局
長　

私
が
本
部
に
異
動
し
て
か
ら
は
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
や
公
開
デ
ー
タ
を
使
っ
て
全

国
の
ト
ッ
プ
病
院
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
分

析
の
仕
組
み
を
整
え
、
根
拠
あ
る
経
営
戦
略

を
示
せ
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

診
療
デ
ー
タ
や
経
営
デ
ー
タ
に
基
づ
く
判
断

を
徹
底
し
、
デ
ー
タ
分
析
を
軸
に
し
た
経
営

戦
略
部
門
へ
と
変
え
て
い
く
中
で
、「
感
覚
で

は
な
く
数
字
で
語
る
」
文
化
が
徐
々
に
根
づ

い
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

事
務
部
長
会
議
や
各
種
業
務
会
議
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
で
、
事
務
職
が
経
営
を
リ
ー
ド
で

る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

Ｑ
８.

最
後
に
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
地
域

医
療
構
想
の
実
現
に
向
け
、
事
務
職
が
担
う
こ

と
が
で
き
る
役
割
に
つ
い
て
伺
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

秀
野
局
長　

こ
れ
か
ら
は
院
内
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

だ
け
で
な
く
、
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を

事
務
職
が
担
う
時
代
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
事
務
職
は
資
格
の
制
約

が
な
い
分
、
医
療
政
策
・
デ
ー
タ
分
析
・
地

域
調
整
を
高
い
視
座
で
横
断
的
に
扱
え
る
強

み
が
あ
り
ま
す
。
構
想
区
域
の
将
来
予
測
に

基
づ
き
複
数
の
素
案
を
提
示
し
、
医
師
会
・

市
町
村
・
介
護
領
域
等
も
巻
き
込
ん
で
合
意

形
成
を
進
め
、
そ
の
調
整
役
と
し
て
事
務
職

が
活
躍
で
き
る
体
制
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
と
め　

法
人
内
で
は
診
療
デ
ー
タ
と
現
場
の

知
見
を
丁
寧
に
結
び
付
け
な
が
ら
経
営
改
善
を

進
め
、
外
部
の
病
院
と
も
デ
ー
タ
を
共
有
し
て

互
い
に
学
び
合
う
取
り
組
み
を
広
げ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
医
療
構
想
の
場
で
も

事
務
長
が
調
整
役
と
し
て
活
躍
で
き
る
可
能
性

を
示
す
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

　

秀
野
さ
ん
の
今
後
の
挑
戦
が
ど
の
よ
う
に
広

が
っ
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
も
注
目
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

き
る
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

Ｑ
３.

経
営
管
理
に
つ
い
て
、
診
療
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
経
営
上
特
に
重
要
な

指
標
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

秀
野
局
長　

デ
ー
タ
分
析
の
結
果
、「
予
定
入

院
率
が
高
い
ほ
ど
利
益
率
が
高
い
」
と
い
う

法
則
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
予
定
入
院
は
単

価
が
高
く
、
季
節
変
動
の
影
響
も
受
け
に
く

い
た
め
、
安
定
高
稼
働
と
利
益
確
保
を
実
現

で
き
ま
す
。
予
定
入
院
率
の
理
想
は
55
％
程

度
で
す
。

　
予
定
外
入
院
が
多
い
病
院
は
現
場
の
職
員

の
負
荷
も
高
く
、
利
益
率
も
下
が
り
や
す
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生

連
で
は
、
健
診
異
常
や
紹
介
患
者
の
増
加
に

よ
り
、
安
定
し
た
稼
働
率
と
収
益
性
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

事
務
職
×
Ｍ
Ｓ
Ｗ
が
創
る
新
し
い
経
営
管
理

Ｑ
４.

診
療
単
価
の
高
い
予
定
入
院
の
比
率
を

高
め
る
こ
と
で
安
定
し
た
経
営
を
維
持
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
う
し
た
、
診
療
デ
ー

タ
に
着
目
し
経
営
改
善
に
つ
な
げ
る
手
法
を
修

得
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

秀
野
局
長　

私
は
平
成
12
年
か
ら
17
年
間
、
安

城
更
生
病
院
の
医
事
課
に
勤
務
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
診
療
報
酬
や
Ｄ
Ｐ
Ｃ
、
デ
ー
タ
分

務
職
員
を
増
や
し
、
事
務
職
員
が
中
心
と
な
っ

て
経
営
・
運
営
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人

材
へ
育
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
７.

特
に
医
療
経
営
に
関
す
る
秀
野
さ
ん
の

肝
い
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
あ
れ
ば
、
具

体
的
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

秀
野
局
長　

Ｍ
Ｓ
Ｗ
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
）
の
意
識
改
革
で
す
ね
。
Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
役

割
は
病
院
経
営
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
す
。

前
方
・
後
方
連
携
、
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
Ｍ
Ｓ
Ｗ
が
関
与
す
る
こ
と
で
、
在
院
日
数

短
縮
・
稼
働
率
向
上
・
収
益
改
善
に
直
結
し

ま
す
。
入
口
（
前
方
連
携
）
と
出
口
（
後
方

連
携
）
を
一
体
で
担
う
こ
と
で
動
線
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
成
果
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
に
経
営
視
点
を
教
育

し
、
地
域
連
携
会
議
や
経
営
に
関
す
る
会
議

に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
成
功
体

験
の
共
有
に
よ
り
、
自
信
と
再
現
性
を
育
て

MEDICAL
DIALOGUE

01 元病院事務長で（一社）東海地域医療・介護連携推進センター代表理事の渡辺徹
さんをホストに、「病院事務職のキャリアと広がる役割」を考える本企画。
第1回のゲストはJA愛知厚生連において法人全体の経営を統括する企画管理局長 
秀野功典さんにお話を伺った。

千葉大学 客員准教授
（一社）東海地域医療・介護連携推進センター 代表理事

JA愛知厚生連 企画管理局長

2023年３月日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病
院事務部長を退任。名古屋第一病院在籍中に社会保険労
務士・MBA・医療経営士1級を取得。
退任後、2023年４月に（一社）東海地域医療・介護連携
推進センターを立ち上げ、医療機関等の課題・問題点を
解決するコンサルティング業務等に従事。特に医療機関
の経営実務に詳しい社会保険労務士として活動している。
また、千葉大学医学部附属病院「ちば医経塾」・岡山大学
病院公開講座「おかやま病院経営講座（「トラの穴」講座）」
等において講師を務める。

2000年にJA愛知厚生連へ入職し、安城更生病院医事課
に配属。係長、課長を歴任した後、2016年にJA愛知厚
生連本部経営企画部へ異動し、課長、部長として各種経
営改善に取り組む。現在は企画管理局長として、経営・
システム・財務を統括している。
また、日本DMAT隊員として災害現場での活動実績を有
する。
病院経営に関する講演を多数行うほか、病院事務職員を
マネジメント職へ育成するための研修にも従事している。

渡辺　徹秀野 功典
Toru Watanabe

Kosuke Shuno

医事のキャリアを経営に生かし、
病院運営の基盤を支える

TORU WATANABE　　　KOSUKE SHUNO×
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その人の誕生前から最期まで、診療とケア・安心を提供します―
社会医療法人宏潤会の使命だ。
周産期を含む高度急性期医療から在宅・介護まで。
宏潤会と大同病院がめざす医療ネットワークの一端に迫った。
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H O S P I T A L  P O R T R A I T S

社会医療法人 宏潤会 大同病院

DAIDO HOSPITAL

企業病院から都市型地域医療へ
新しいカタチを描く
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H O S P I T A L  P O R T R A I T S
社会医療法人 宏潤会 大同病院

D A I D O  H O S P I TA L

急
性
期
医
療
の
存
在
価
値

　
名
古
屋
市
の
中
心
部
に
は
数
多
く
の
病
院
が

あ
る
。
し
か
し
人
口
減
少
と
超
高
齢
社
会
が
現

実
に
な
っ
た
今
、
そ
の
役
割
は
確
実
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。
名
古
屋
市
南
区
に
あ
る
社
会
医
療

法
人
宏
潤
会
と
大
同
病
院
は
、
そ
の
変
化
を
い

ち
早
く
見
据
え
て
き
た
医
療
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

　
グ
ル
ー
プ
の
中
核
、
大
同
病
院
は
、
４
０
４

床
を
抱
え
る
高
度
急
性
期
病
院
だ
。
救
急
医

療
、
が
ん
診
療
、
小
児
医
療
な
ど
、
専
門
性
の

高
い
医
療
を
担
う
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
知

ら
れ
る
。
病
床
数
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、

急
性
期
医
療
の
存
在
価
値
は
も
は
や
病
床
数
だ

け
で
は
測
れ
な
い
。

　
大
同
病
院
を
中
心
に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
訪
問

看
護
、
介
護
施
設
、
在
宅
支
援
ま
で
を
一
体
化

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
。
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
障
が
い
者
施
設
も

あ
る
。

　
都
市
部
で
は
、
大
学
病
院
へ
の
患
者
集
中
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
に
伴
う
医
療
と

介
護
の
複
合
ニ
ー
ズ
は
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。
そ
う
し
た
中
、
高
度
急
性
期
機
能
を
維
持

し
な
が
ら
、
医
療
を
展
開
す
る
民
間
病
院
と
し

て
、
独
自
の
存
在
感
を
示
し
て
い
る
の
だ
。

　
平
日
の
午
後
14
時
過
ぎ
、
救
急
車
が
静
か
に

大
同
病
院
の
救
急
玄
関
に
滑
り
込
む
。
外
来
患

者
の
多
く
が
帰
り
、
本
来
な
ら
閑
散
と
す
る
時

間
帯
だ
が
、
救
急
外
来
で
は
医
師
や
看
護
師
た

ち
が
迷
い
な
く
動
き
始
め
て
い
た
。
そ
の
光
景

は
、
日
本
の
高
度
急
性
期
病
院
と
何
も
変
わ
ら

な
い
。

　
し
か
し
大
同
病
院
を
語
る
と
き
、
注
目
す
べ

き
は
救
急
外
来
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
患
者
が

退
院
し
た
そ
の
先
に
あ
る
暮
ら
し
を
見
据
え
て

い
る
こ
と
だ
。
治
療
を
終
え
た
の
ち
、
患
者
は

ど
こ
で
生
活
し
、
誰
が
支
え
、
そ
の
人
生
を
ど

う
続
け
て
い
く
の
か
。
医
療
は
、
も
は
や
病
院

の
中
だ
け
で
は
完
結
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
超
高
齢
社
会
と
い
う
現
実
。
そ
の
問
い
に
対

し
て
社
会
医
療
法
人
宏
潤
会
は
、
一
つ
の
答
え

を
示
す
。

　「
南
区
は
、
名
古
屋
市
の
中
で
高
齢
化
率
が

高
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
、
工
場
が

近
く
に
あ
っ
て
働
く
人
が
多
い
地
区
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
予
防
医
療
も
含

め
て
、
病
院
で
の
急
性
期
医
療
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
後
の
回
復
期
、
在
宅
や
介
護
に
つ
い
て
も

法
人
内
に
あ
る
程
度
の
機
能
は
持
っ
て
お
り
ま

す
。
す
べ
て
の
機
能
を
持
つ
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
の
で
、
近
隣
の
医
療
機
関
や
福
祉
施
設

と
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
」

　
宏
潤
会
を
率
い
る
宇
野
雄
祐
理
事
長
は
、
社

会
医
療
法
人
と
し
て
の
役
割
、
機
能
に
つ
い
て

そ
う
述
べ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
宇
野
理
事
長
は
、
消
化
器
外
科
が
専
門
で
、

名
古
屋
大
学
病
院
、
中
部
労
災
病
院
な
ど
を
経

て
２
０
０
７
年
に
大
同
病
院
に
入
職
、
外
科
部

長
、
副
院
長
な
ど
を
経
て
、
２
０
１
８
年
に
理

事
長
に
就
任
し
た
。
外
科
医
と
し
て
入
職
以

来
、
急
性
期
病
院
と
し
て
大
同
病
院
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
？

　「
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
放
射
線
治
療
を
導
入

し
た
り
、
救
急
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
し
た
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
大
き
く
す
る
な
ど
救
急
全
般
を
強

化
し
た
り
、
重
要
な
設
備
投
資
は
私
が
理
事
長

に
な
る
前
に
す
で
に
整
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が

取
り
組
ん
だ
の
は
、
主
に
は
が
ん
治
療
な
ど
医

療
の
質
を
上
げ
る
。
あ
る
い
は
市
中
病
院
と
し

て
、
然
る
べ
き
治
療
は
き
ち
ん
と
や
れ
る
体
制

に
持
っ
て
い
く
こ
と
で
し
た
。
と
は
い
え
で
き

る
投
資
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
た
と
え
ば
鏡

視
下
手
術
が
導
入
さ
れ
て
10
年
、
20
年
ぐ
ら
い

経
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
手
術
自
体
を
開
腹
手

術
か
ら
鏡
視
下
手
術
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
機

械
を
導
入
し
、
き
ち
ん
と
標
準
治
療
と
し
て
確

立
で
き
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
ド
ク

タ
ー
や
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
も
必
要
で
す
し
、

医
療
の
質
が
高
く
な
れ
ば
そ
う
い
う
人
た
ち
が

さ
ら
に
集
ま
っ
て
き
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
。
そ

う
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

　
総
合
力
で
は
、
市
中
の
大
き
な
病
院
や
老
舗

病
院
に
は
敵
わ
な
い
。
し
か
し
、
新
し
い
こ
と

に
取
り
組
む
た
め
の
「
意
思
決
定
、
実
践
、
実

現
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
は
優
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
、
宇
野
理
事
長
は
民
間
病
院
の
強
み

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
急
性
期
病
院
は
、
と
か
く
高
度
な
医
療
を
追

求
す
る
あ
ま
り
、
退
院
後
の
回
復
期
や
在
宅
、

介
護
と
の
接
点
が
少
な
く
な
り
が
ち
だ
。
逆

に
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
重
視
す
る
と
、
急
性
期

医
療
の
機
能
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ

る
。

　
宏
潤
会
・
大
同
病
院
は
、
こ
の
二
つ
を
対
立

概
念
で
は
な
く
、
未
来
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る

予
防
・
医
療
・
介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

機
能
さ
せ
る
道
を
選
ん
だ
と
い
え
る
。
す
な
わ

ち
、
予
防
医
療
か
ら
高
度
急
性
期
医
療
を
経

て
、
回
復
期
、
在
宅
、
介
護
ま
で
一
体
的
に
捉

え
る
構
想
だ
。

　「
法
人
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
何
が
い
い
か
と

い
う
と
、
電
子
カ
ル
テ
の
Ｉ
Ｄ
が
共
通
な
の
で
、

ど
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
行
っ
て
も
、
同
じ
患
者

記
録
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、

法
人
内
で
は
な
い
地
域
の
先
生
方
と
も
連
携
を

結
ん
で
い
て
、
当
グ
ル
ー
プ
の
病
院
の
中
の
診

療
記
録
、
診
療
の
内
容
を
患
者
さ
ん
の
同
意
が

あ
れ
ば
地
域
の
先
生
方
に
も
開
示
で
き
ま
す
。

そ
れ
を
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
か
、
ケ
ア

マ
ネ
さ
ん
も
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
要
す
る
に
、
急
性
期
病
院
を
退
院
後
、
速

や
か
に
次
の
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
が
私
た

社会医療法人 宏潤会 理事長

宇野  雄祐
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H O S P I T A L  P O R T R A I T S
社会医療法人 宏潤会 大同病院

ち
の
強
み
で
す
。
医
療
と
介
護
が
一
体
で
な
い

と
、
も
は
や
今
の
日
本
の
医
療
は
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
は
ど
ん
な
機
能
を
担
う
の
か
。
そ
れ

が
新
し
い
地
域
医
療
構
想
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
」

　
こ
れ
か
ら
は
、
病
院
が
地
域
全
体
の
医
療
資

源
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
。
宇
野
理

事
長
の
言
葉
か
ら
、
そ
ん
な
時
代
が
垣
間
見
え

て
く
る
。

企
業
立
か
ら
都
市
型
地
域
医
療
へ

　
未
来
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
予
防
・
医
療
・

介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
宏
潤
会
・

大
同
病
院
グ
ル
ー
プ
は
、
１
９
３
９
年
（
昭
和

13
年
）、
大
同
製
鋼
（
現
・
大
同
特
殊
鋼
）
の

企
業
立
病
院
と
し
て
産
声
を
上
げ
た
。

　「
大
同
製
鋼
病
院
」
が
ル
ー
ツ
で
、
戦
前
、

病
院
が
あ
っ
た
名
古
屋
市
南
区
道
徳
新
町
５
丁

目
周
辺
は
、
軍
需
産
業
が
活
況
を
呈
し
た
こ
と

も
あ
り
、
多
く
の
工
場
労
働
者
が
集
ま
っ
た
と

さ
れ
る
。
そ
れ
ら
工
場
で
働
く
人
た
ち
の
病
院

と
し
て
、
疾
病
予
防
、
救
護
は
じ
め
、
健
康
管

理
、
職
業
病
対
策
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
た
。

　
そ
の
後
、
東
南
海
地
震
、
太
平
洋
戦
争
、

１
９
５
９
（
昭
和
34
年
）
の
伊
勢
湾
台
風
な
ど

幾
多
の
試
練
に
遭
遇
す
る
が
、
そ
の
度
に
再
起

を
果
た
し
、
戦
後
日
本
の
復
興
に
欠
か
せ
な

か
っ
た
製
鋼
業
の
安
全
、
衛
生
と
、
地
域
の
人

び
と
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
て
き
た
。

　
１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）
以
降
、
病
床
の

新
設
や
診
療
科
の
増
設
な
ど
で
総
合
病
院
へ
と

大
き
く
成
長
。
病
気
の
治
療
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
予
防
を
含
め
た
包
括
医
療
を
提

供
す
る
よ
う
に
な
る
。
１
９
７
７
年
（
昭
和
52

年
）
に
は
「
保
健
セ
ン
タ
ー
」
や
「
大
同
老
人

セ
ン
タ
ー
」
と
い
っ
た
高
齢
者
の
健
康
保
持
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
、
老
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
な
ど
、
現
代
の
地
域
包
括
ケ
ア
に
通

ず
る
道
を
切
り
開
く
。

　
そ
し
て
２
０
０
０
年
代
に
入
り
、
大
同
病
院

は
救
急
や
急
性
期
医
療
を
主
体
に
し
た
病
院
へ

と
一
気
に
舵
を
切
る
。
Ｅ
Ｒ
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
含
め

た
医
療
設
備
の
増
強
、
電
子
カ
ル
テ
な
ど
Ｉ
Ｔ

の
活
用
、
臨
床
研
修
の
強
化
な
ど
を
推
進
、
高

度
急
性
期
医
療
を
追
求
す
る
一
方
、
法
人
と
し

て
在
宅
医
療
や
介
護
分
野
も
注
力
す
る
な
ど
、

ま
さ
に
現
在
の
医
療
と
介
護
が
一
体
と
な
っ
た

法
人
内
完
結
医
療
の
原
型
を
形
づ
く
る
の
だ
。

　
時
代
と
と
も
に
働
く
人
び
と
を
支
え
、
地
域

全
体
を
支
え
、
今
で
は
救
急
、
が
ん
診
療
、
高

度
急
性
期
医
療
は
じ
め
在
宅
医
療
、
介
護
、
予

防
ま
で
を
一
つ
の
循
環
と
し
て
捉
え
る
「
地
域

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
中
核
を
担
う
ま
で
に

な
っ
て
い
る
。

　
地
域
に
ど
の
よ
う
な
安
心
を
生
み
出
す
か
。

医
療
と
暮
ら
し
を
、
い
か
に
自
然
に
つ
な
い
で

い
く
か
。
そ
の
一
つ
の
答
え
が
、
大
同
病
院
の

歩
み
の
中
に
あ
る
。

人
間
に
し
か
で
き
な
い
領
域

　「
国
が
求
め
る
新
し
い
地
域
医
療
構
想
の
中

に
は
、
病
院
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
在
宅
や
介

護
も
含
め
て
、
ど
こ
が
、
ど
う
い
う
機
能
を
担
っ

て
い
く
か
、
そ
の
た
め
の
連
携
を
ど
う
す
る
の

か
。
き
ち
ん
と
し
た
仕
組
み
を
協
議
し
て
決
め

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
す
れ
ば
、

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
法
人
内
の
機
能
を
活
用

で
き
る
時
は
そ
う
す
る
し
、
で
き
な
い
場
合
は
、

地
域
の
方
々
と
き
ち
ん
と
連
携
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
。
そ
の
仕
組
み
づ
く
り

も
、
国
は
診
療
報
酬
や
介
護
報
酬
の
中
で
道
筋

を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
は
し
っ
か
り
と

協
力
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
大
同
病
院
が
、
医
療
関
係
者
か
ら
評
価
さ
れ

る
理
由
の
一
つ
は
、
宇
野
理
事
長
が
口
に
し
た

「
民
間
病
院
な
ら
で
は
の
機
動
力
、
ス
ピ
ー
ド

感
」
に
あ
る
。
２
０
１
８
年
、
自
ら
医
療
情
報

部
を
設
置
し
、
経
営
改
善
と
医
療
の
質
の
向
上

を
同
時
に
進
め
て
き
た
。

　
そ
の
宇
野
理
事
長
は
「
高
度
急
性
期
医
療
の

追
求
」と「
最
高
の
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
確
立
」
の
両
方
を
掲
げ
る
。
理
由
は
、
地

域
住
民
が
最
も
必
要
と
す
る
高
度
医
療
を
提
供

し
、
そ
の
後
の
生
活
ま
で
支
え
る
仕
組
み
を
持

つ
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
か
ら
だ
。

　「
２
０
４
０
年
、
お
そ
ら
く
日
本
の
医
療
は

病
院
単
独
で
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
高
度
急
性
期
、
回
復
期
、
在
宅
、
介
護
、

予
防
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
が
問
わ
れ
る
」
と
予
言

す
る
よ
う
に
、
医
療
機
関
は
間
違
い
な
く
自
ら

の
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　
企
業
立
病
院
と
し
て
歩
ん
で
き
た
宏
潤
会
・

大
同
病
院
グ
ル
ー
プ
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
社
会
医
療
法
人
へ
と
進

化
し
た
こ
と
は
、
日
本
の
都
市
型
地
域
医
療
の

一
つ
の
到
達
点
と
い
え
な
く
も
な
い
。
そ
し
て
、

底
流
に
は
宇
野
理
事
長
の
強
い
信
念
が
息
づ
い

て
い
る
。

　「
Ｄ
Ｘ
化
や
Ａ
Ｉ
が
ど
ん
な
に
進
化
し
よ
う

と
、
医
療
者
で
あ
る
私
た
ち
が
果
た
す
べ
き
本

質
的
な
役
割
は
揺
ら
ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
測
不
能
な
症
例
や
急
変
時
に
、
状
況
を
即
座

に
判
断
し
、
限
ら
れ
た
時
間
と
資
源
の
中
で
い

か
に
最
適
な
答
え
を
導
き
出
す
か
。
そ
の
判
断

力
と
、
創
造
的
な
適
応
力
は
人
間
に
し
か
で
き

な
い
領
域
で
す
。
そ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

自
ら
の
責
任
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

　
病
院
と
は
、
地
域
医
療
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
の
思
い
を
つ
な
ぎ
つ
つ
、

人
の
誕
生
前
か
ら
最
後
ま
で
、
診
療
・
ケ
ア
と

安
心
を
提
供
す
る
。
社
会
医
療
法
人
宏
潤
会
・

大
同
病
院
の
挑
戦
は
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
あ

る
。

D A I D O  H O S P I TA L
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第 4 回 医療経営セミナー

経営判断に必要な
基礎指標と現場マネジメント
２０２６年

11/26㊍ 参加無料

【医療機関における数字・経営指標の見方】

佐藤  公治 先生

講演①
医業経営と会計
～医療機関の決算書・経営指標の見方～

主催： 一般社団法人 東海地域医療・介護連携推進センター (THCC)
共催： スギメディカル株式会社

形式：ライブ配信

18：30～19：40
お申し込みはこちら

座 長 一般社団法人愛知県病院協会 会長

矢野  厚登先生
税理士法人ブレインパートナー  代表社員
公認会計士

講演②
医療の質と経営の質を両立するための数字の読み方

宮部  勝之先生
日本赤十字社愛知医療センター 名古屋第二病院
消化器・腫瘍内科部長 
医療経営士２級

歩み  ～ Clinic Relay ～

地域医療を支えるクリニックの院長、その人となりと歩みを訪ねる。

診療の現場では見えにくい、3人の医師の素顔を紹介します。

みずのリハビリクリニック

本村 絢子 院長

大阪府立四條畷高校卒
名古屋大学にて博士（医学）取得

その先まで、見届ける

手術の先、生活のそばへ

甲子園やWBC、オリンピックなどスポーツ観戦が好きな本村絢子先生。自身も十
数年間バスケットボールを続け、陸上競技に取り組む子どもたちの応援にも熱が
入る。
脳神経外科医として急性期医療を担う中で、治療を終えた患者の「その先」が気
になるようになったという。現在はリハビリテーションの現場で、PT・OTと知
恵を持ち寄りながら、身体だけでなく、その人の暮らしまで見届ける医療に向き
合っている。

取材をご希望のクリニックは、MedLink編集部までご連絡ください。 thcc.medlink@gmail.com

脳神経外科部長から、リハビリテーション専門クリニックの院長へ

取材記事の全文は、こちらの二次元コードよりご覧いただけます▶︎

名古屋アイクリニック

小島 隆司 院長

東海高校卒
名古屋大学医学部卒

走り、学び、患者へ還す

患者から学び、患者へ還す

学会先にもランニングシューズを携え、時には皇居を走る小島隆司先生。院内で
はランニングや写真、蕎麦打ちなどを「部活動」としてスタッフと楽しむ。
師から受け継いだのは、研究も臨床も楽しむ姿勢。院長就任後にはMBAも取得す
るなど、医療の外にも学びを広げてきた。走ることも、仲間と楽しむことも、新
しい世界に触れることも、そこから得たものを患者へ還していくのが、小島先生
らしい“走り方”だ。

臨床・研究・経営をつなぐ眼科医の歩み

はな皮ふ科クリニック

伊藤 恵梨 院長

岡崎高校卒
大分大学医学部卒

癒やしは、愛犬「はな」と過ごす時間

患者だった少女が、皮膚科医になるまで

「今は犬が癒やしですね」と笑う伊藤恵梨先生。愛犬は、マルチーズとトイ・
プードルのミックス犬「はな」。仕事を終え、はなの横でごろごろしながら撫で
る時間が、忙しい毎日の気分転換になっている。
クリニックの名前も、その大切な家族から名付けた。自身がアトピー性皮膚炎で
皮膚科に通った経験から医師を志し、今も患者の症状が良くなれば「一緒に喜
ぶ」。そんな自然体の距離感が、伊藤先生らしさでもある。

見える悩みに向き合い続ける 皮膚科医の歩み

取材記事の全文は、こちらの二次元コードよりご覧いただけます▶

取材記事の全文は、こちらの二次元コードよりご覧いただけます▶
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経
営
は
「
よ
り
良
い
医
療
」
を

考
え
る
こ
と

　
冒
頭
、
佐
藤
院
長
は
、
医
療
経
営
を
単
な
る

収
益
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
と

語
っ
た
。
限
ら
れ
た
人
、
物
、
資
金
、
情
報
を

生
か
し
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
。

そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
職
員
一
人
ひ
と

り
が
自
分
事
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
、
経
営
の

出
発
点
に
な
る
。

　
医
療
者
は
医
学
や
医
療
技
術
を
体
系
的
に
学

ぶ
一
方
、
経
営
を
学
ぶ
機
会
は
多
く
な
い
。
役

職
に
就
き
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
初
め
て
向
き
合

う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
今
回
登
壇
し
た
二
人

も
、
現
場
で
直
面
し
た
課
題
を
起
点
に
学
び
を

始
め
て
い
た
。

専
門
家
、
書
物
、
現
場
か
ら
学
ぶ

　
黒
河
内
院
長
の
転
機
は
、
重
工
記
念
病
院
と

大
須
病
院
の
統
合
だ
っ
た
。
２
０
２
４
年
、
両

院
は
重
工
大
須
病
院
と
し
て
新
た
に
出
発
。

２
５
０
床
、
６
０
０
人
を
超
え
る
職
員
を
擁
す

る
病
院
の
院
長
に
就
任
し
、
臨
床
医
と
し
て
歩

ん
で
き
た
自
身
が
組
織
を
ど
う
導
く
か
と
い
う

課
題
に
直
面
し
た
。

　
ま
ず
選
ん
だ
の
は
、
専
門
家
か
ら
体
系
的
に

学
ぶ
こ
と
だ
っ
た
。
藤
田
医
科
大
学
大
学
院
で

病
院
経
営
学
・
管
理
学
を
修
め
、
経
営
支
援
会

社
や
経
営
大
学
院
の
講
師
と
の
対
話
を
通
じ
て
、

企
業
経
営
の
原
理
原
則
を
病
院
運
営
に
結
び
つ

け
た
。

　
一
方
で
、「
現
場
こ
そ
経
営
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
」

と
も
強
調
す
る
。
院
長
就
任
後
も
外
来
や
手
術

を
続
け
る
の
は
、
患
者
と
向
き
合
う
中
で
し
か

見
え
な
い
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら
だ
。
外
部
の
知

見
と
臨
床
現
場
か
ら
の
気
づ
き
を
、
病
院
の
理

念
や
事
業
部
制
、
職
員
主
体
の
改
善
活
動
へ
落

と
し
込
ん
で
い
る
。

　
病
院
統
合
で
は
、
異
な
る
歴
史
と
文
化
を
持

つ
二
つ
の
組
織
を
ど
う
一
つ
に
す
る
か
が
問
わ

れ
た
。
統
合
前
か
ら
幹
部
同
士
で
協
議
を
重
ね
、

理
念
や
病
院
名
に
つ
い
て
は
職
員
も
議
論
に
加

わ
っ
た
。
最
終
決
定
は
経
営
側
が
担
い
つ
つ
、

検
討
の
過
程
に
は
で
き
る
限
り
現
場
を
巻
き
込

む
。
黒
河
内
院
長
は
、
そ
の
積
み
重
ね
が
職
員

の
当
事
者
意
識
に
つ
な
が
っ
た
と
振
り
返
っ
た
。

経
営
を
学
び
、

現
場
と
経
営
を
つ
な
ぐ

2026年7月15日、第3回MedLink医療経営セミナーがライブ配信で開かれた。
テーマは「実践で使える医療経営の勉強の仕方」。座長は日本赤十字社愛知医
療センター名古屋第二病院の佐藤公治院長。講師に医療法人桂名会 重工大須病
院の黒河内和俊院長と、名古屋市立大学医学部附属東部医療センター副病院長

（経営担当）の林香月先生を迎えた。
病院統合を機に経営を体系的に学んだ黒河内院長と、臨床医から経営担当とな
り、独学と資格取得を重ねた林先生。二人の実践から、医療経営を学ぶ意味と、
その学びを組織の力に変える道筋を探った。本稿では講演の要点を紹介する。
講演と質疑の詳細は、公開動画をご覧いただきたい。

第3回MedLink 医療経営セミナー 採録記事

AICHI　
林
先
生
は
、
消
化
器
内
科
医
と
し
て
診
療
と

研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
。
東
部
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
異
動
し
、
副
病
院
長
と
し
て
経
営
を
担
当
す

る
ま
で
、
病
院
運
営
は
事
務
部
門
に
任
せ
る
も

の
だ
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。

　
着
任
後
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
特
定
病
院
群
を
目
指
す
役

割
を
担
い
、
自
院
の
診
療
実
績
や
経
営
指
標
を

同
規
模
の
病
院
と
比
較
し
た
。
そ
こ
で
病
院
全

体
を
俯
瞰
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制

度
や
診
療
報
酬
、
国
の
医
療
政
策
を
一
か
ら
学

ん
だ
。
得
た
知
識
は
部
長
会
で
共
有
し
、
難
し

い
制
度
も
自
作
の
資
料
を
使
っ
て
分
か
り
や
す

く
伝
え
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
経
て
、
病

院
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
特
定
病
院
群
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
知
識
を
体
系
化
す
る
た
め
、
医
療
経

営
士
３
級
、
２
級
を
経
て
１
級
を
取
得
し
た
。

林
先
生
が
重
視
す
る
の
は
、
資
格
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
医
療
側
と
経
営
側
を
つ
な
ぐ
「
共
通

言
語
」
を
得
る
こ
と
だ
。
現
場
の
医
師
が
経
営

を
学
ぶ
こ
と
で
、
国
の
政
策
と
日
々
の
診
療
を

結
び
、
現
場
の
声
を
経
営
判
断
に
反
映
す
る
橋

渡
し
役
に
な
れ
る
と
説
い
た
。

学
び
を
組
織
の
力
に
変
え
る

　
二
人
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
学
び
を
個
人

の
知
識
で
終
わ
ら
せ
ず
、
組
織
の
行
動
へ
変
え

て
い
る
点
だ
。
理
念
を
共
有
し
、
制
度
や
数
字

を
現
場
の
言
葉
に
置
き
換
え
、
自
ら
臨
床
に
立

ち
な
が
ら
変
化
に
向
き
合
う
。

　
質
疑
で
は
、
医
師
の
貢
献
を
ど
う
評
価
す
る

か
、
経
営
感
覚
を
組
織
に
ど
う
広
げ
る
か
に
も

議
論
が
及
ん
だ
。
診
療
、
研
究
、
教
育
な
ど
、

役
割
の
異
な
る
医
師
を
一
律
に
測
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
各
病
院
が
目
指
す
医
療

や
地
域
で
担
う
役
割
に
沿
っ
て
、
組
織
へ
の
貢

献
を
適
切
に
評
価
す
る
視
点
は
欠
か
せ
な
い
。

　
終
盤
、
佐
藤
院
長
は
、
組
織
づ
く
り
と
人
材

育
成
を
次
の
課
題
に
挙
げ
た
。
経
営
の
知
識
を

持
つ
人
材
を
一
部
の
幹
部
に
と
ど
め
ず
、
次
の

世
代
を
ど
う
育
て
る
か
。
二
人
の
実
践
は
、
そ

の
問
い
に
対
し
、
学
び
続
け
る
姿
勢
と
、
学
び

を
周
囲
へ
伝
え
る
行
動
の
大
切
さ
を
示
し
て
い
た
。

　
医
療
経
営
を
学
ぶ
こ
と
は
、
経
営
者
に
な
る

た
め
だ
け
で
は
な
い
。
職
種
や
立
場
を
越
え
て

目
的
を
共
有
し
、
医
療
の
質
と
病
院
の
持
続
性

を
と
も
に
考
え
る
た
め
の
基
盤
に
な
る
。
目
の

前
の
課
題
か
ら
学
び
、
現
場
へ
返
す
。
そ
の
循

環
が
、
地
域
医
療
を
支
え
る
病
院
の
力
を
育
て

て
い
く
。

医療経営を、現場を動かす力へ
二人の実践に学ぶ「学び方」と
組織への生かし方

第3回 MedLink医療経営セミナー  アーカイブ配信中
ご好評いただいた第3回セミナーを、アーカイブでご覧いただけます。
二次元コードから簡単なフォームにご入力いただくと、視聴URLを
ご案内します。見逃した方も、ぜひご視聴ください。

日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第二病院

佐藤 公治 院長

医療法人桂名会 重工大須病院

黒河内 和俊 院長

名古屋市立大学医学部附属東部医療センター
　林　香月 副病院長

医療経営の学びを、
次の一手へ。
分院展開、継承、移転・物件、
Webマーケティングによる集患など。

Webマーケ・集患 分院展開 継承 移転・物件

経営課題の次の一手を、
DCPソリューションとともに考えてみませんか。

こんなご相談に

WEBでのご相談・
お問い合わせ

クリニック経営のご相談はこちら

平日 9:00～18:00
0120-911-545

医療経営士在籍



ALSOK株式会社 岡崎支社

愛知県岡崎市康生通西3-16   Tel 0564-22-4597

受付時間：平日9:00～18:00

誠実 正確 強力 迅速

24時間365日
最高のサービスを

編集後記

今回の取材では、地域医療の発展に向けて挑む3病院の取り組みが印象的でした。

春日井市民病院は、新たな手術支援ロボットの導入により高度医療を推進し、年間1万台の救急搬送

を受け入れる「断らない救急」を実践しています。宏潤会は、民間病院ならではの機動力を活かし、急

性期医療と地域包括ケアを一体で展開するネットワークづくりを進めています。大雄会は102年の歴史

を基盤に、公的病院に匹敵する総合力で尾張西部医療圏を支え、2040年を見据えた包括期医療の

モデルを示しています。3者の取り組みは、地域医療の未来を力強く形づくっていると感じます。

発行人／（一社）東海地域医療・介護連携推進センター

代表理事　渡辺　徹

h t t p s : / / i r y o k a i g o . j p /

2026 年 9 月吉日

AICHI

No.

05

私たちは「MedLink AICHI」の活動にご賛同いただけるスポンサーを募っています。
ぜひ皆さまのお力をお貸しください。

MedLinkをお読みになったご感想・ご意見をお聞かせください。

協賛社
募集中

▲詳細はこちら
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愛知医療圏の「いま」と「これから」を考える。

AICHI


